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問題 関数 F : R2 → R を
F (x, y) = x3 + y3 − 3xy

で定める. naiveな意味で定義される ‘曲線’ {(x, y) | F (x, y) = 0}の特異点を求めよ. さら
に, 接線が垂直になる点を求めよ.



略解
DF =

(
3x2 − 3y 3y2 − 3x

)
F (x, y) = 0を満たす点でDF = 0 となる点をもとめると, (x, y) = (0, 0)のみである. これ
が特異点である. つぎに ∂F

∂y
= 0となる点が接線が垂直になる点である. これを求めると,

(x, y) = (0, 0), もしくは (41/3, 21/3) である. 前者 (x, y) = (0, 0)では, 接線が引けないので
除く. よって後者が求める点である.
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